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級・歯・ポイント
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「級」とは、写真植字（写植）における文字の大きさを
表す日本独自の単位で、1 級は 0.25mm です。1 ミリの
1/4（= Quarter）から名付けられたもので、略して「Q」
と書かれます。現在、文字はデジタル化され、光学的な
写植を使用することはほとんどありません。なお、級は
文字サイズの呼称ですが、字送りや行送り、行間のサイ
ズを指定する場合は、「歯」（略して「H」）を使用しま
す。1 歯は 0.25mm で、文字サイズと同じシステムで働
きます。初期の写植機は、印画紙を巻いたドラムを歯車
によって回転させることで文字を焼き付けていました。

「歯」は歯車の一つ分が 1 級分（0.25mm）だったことに
由来します。
ポイントも同じく、文字の大きさを表す単位の一つで
す。活版印刷時代から使われている単位ですが、採用さ
れる地域やシステムによって、規格のサイズが異なりま
す。例えば、アメリカンポイントは 1pt= 0.3514mm で、
主にヨーロッパで使用されているディドーポイントは、
1pt= 0.3579mm となります。日本では、JIS（日本工業
規格）によって、アメリカンポイントが採用されていま
す。また DTP では、通常 1pt= 0.3528mm として扱われ
ます。これらの違いは、根拠となる考え方や歴史的な背
景の違いによって生じたものです。
この他、日本では、本木昌造が活版印刷を始めた時から、
文字の大きさには「号」という単位を使ってきました。
現在では、使用されることはありませんが、5 号の大き
さが、word など PC ソフトで標準的な文字サイズであ
る 10.5 ポイントにあたります。これはかつて、文書の
標準的な文字サイズが 5 号であったからです。
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